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かず　数　データ

67, 639, 109

今回の数字は、チョット 長< て8 ケタ。 単
位は㎡。こ れは 、63 年度の 足立区内上水道の

便用量で、東京ド ーム約55 杯分に相当。暑い
夏、水の消費もグン と増えます。水は、大 切
に使いましょ う。

古代か ら の

プレ ゼ ン卜
伊興遺跡　発掘調査開始

古代、足立の人々は当時、どんな生活をしていたのでしようか。

区内随一の古代遺跡の宝庫である伊興地区で、今年度、本格的

な発掘調査が始まりました。
1, 000 年以上の時を経て、古代人から授かつた歴史的遺産がい

ま、ペールを脱ごうとしています。

今
か
ら
約
千
沺
年
も
前
の
足
立

の
人
々
は
、
農
耕
や
漁
労
を
し
て

暮
ら
し
て
い
ま
し
气

こ
れ
ま
で

の
調
査
で
、
古
代
の
住
居
跡
や
生

活
用
貝
な
ど
が
数
多
く
見
つ
か
っ

て
い
ま
す
。持
に
伊
興
地
区
は
、

遺
物
の
宝
庫
ミ
過
去
に
4
回
(昭

和
3
2年
、4
4年
、4
8年
、6
2年
)

発
掘
調
査
が
行
な
わ
れ
ま
し
气

そ
の
結
果
、
お
祭
り
関
係
の
遺
物

が
多
数
出
土
し
、
質
・
暈
と
し
都

下
随
一
、
全
国
屈
指
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

ま
气
6
2
年
度
の
下
水
道
工
事

試
掘
に
と
も
な
う
予
備
調
査
で

は
、
こ
の
遺
跡
が
広
範
囲
に
わ
た

る
集
落
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ

ま
し
た
。

今
回
の
調
査
が
進
む
に
っ
れ
、

古
代
、
足
立
の
生
活
が
さ
ら
に
わ

か
っ
て
く
る
で
し
ょ
う
。

遺
跡
公
園
予
定
地
の

発
掘
調
査

束
伊
興
町
1
3
1

に
、
区
敦
育

委
員
会
で
管
理
し
て
い
る
遺
跡
公

園
予
疋
地
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
土

地
は
、
埋
蔵
文
化
財
を
保
護
す
る

た
め
昭
利
4
9年
眄
区
が
取
碍
し
た

し
の
で
面
積
は
2
千
Ⅲ
尹
方
イ
。

今
回
、
こ
こ
を
2
年
度
に
わ
た
っ

て
調
査
し
ま
す
。
調
査
終
了
後
は

遺
跡
公
園
を
造
成
す
る
予
定
で

す
。

遺跡公園予定地。現在発掘が進められています。

下
水
道
工
事
に

と
も
な
う

発
掘
調
査

伊
興
地
区
の
ド
水
道
整
備
の
た

め
、
今
年
度
か
ら
本
工
事
が
行
わ

れ
ま
す

。
こ
の
エ
事
に
よ
っ
て
遺

跡
が
破
壞
さ
れ
る
二
と
を
防
ぐ
た

め
、
エ
事
と
平
行
し
て
発
掘
調
査

を
進
め
ま
す
。

調
査
期
間

平
戍
元
牢
度
～
5
年

度
(
予
定
)

調
査
場
所

東
伊
興
町
、
東
伊
興

丁

二
丁
目
、
伊
興
町
挟
間
、

伊
興
町
五
咆
の
区
道
上

遺
物
の
展
示

現
在
、
郷
土
博
物
館
で
は
、6
2

年
度
の
調
査
で
出
土
し
た
遺
物
を

展
示
し
て
い
ま
す
(
8

月
3
1日
ま

で
)
。
こ
の
機
会
に
、古
代
の
ロ
マ

ン
に
ふ
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

問
合
せ
先

郷
土
愽
物
館

腿
9
3
9
3

62 年度 の試 掘で 出土 した 土器

埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
で

工
事
を
行
う
場
合

届
出
が
必
要
で
す

区
内
に
は
、
現
在
わ
か
っ
て
い

る
だ
け
で
2
7
ヵ
所
の
遺
跡
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
場
所
を
文
化

財
保
護
法
で
は
「
周
知
の
埋
蔵
文

化
財
包
蔵
地
」と
呼
ん
で
、
保
存
・

保
護
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

区
内
で
土
木
・
建
築
工
事
等
の

計
画
が
あ
る
場
合
届
出
が
必
要
で

す
。
予
定
地
が
包
蔵
地
に
か
か
る

か
ビ
う
か
、
郷
土
博
物
館
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

参議院議員選挙
東 京 都 選 出
比例 代表 選出

7 月23 日

参
議
院
議
員
の
任
期
満
了
に

よ
る
選
挙
が
行
わ
れ
ま
す
。

投
票
で
き
る
方

▽
足
立
区
の
選
挙
人
名
簿
に

登
録
さ
れ
て
い
る
人

▽
昭
和
4
4年
7
月
2
4日
ま
で

に
生
ま
れ
た
人

▽
平
成
元
年
4
月
4
囗
ま
で

に
転
入
の
届
け
出
を
済
ま
さ

れ
た
人

※
傴
成
元
午
4
月
5
囗
以
後

転
人
届
け
を
さ
れ
た
方
は
名

簿
登
録
地
(
前
住
所
地
)
で
投

票
す
る
こ
と
に
な
り
夊
す
。

投
票
の
順
序

①
は
じ
め
に
、
東
京
都
選
出

崋
S
の
選
挙
(
候
補
者
の
氏

名
を
記
入
)

②
次
に
、
比
例
代
表
選
出
謙

員
の
選
挙
(
政
党
等
を
記
入
)

大
切
な
一
票
、
必
ず
投
票
し

ま
し
攵
う
。

<
選
挙
管
理
委
員
会
>

今
年
も

は
じ

ま
る

足
立
の

夏

第11 回　足立の花火大会
7月27日(木) 　午後7時15分～8時45分

※ 荒天の場合は7 月28 日に順延

荒川河川敷(千住新橋～西新井橋間)

夏
の
風
物
詩
と
し
て

、
親
し
ま
れ
て
い
る

「足
立
の
花
火
大
会
」も
、今
年
で
第
1
1
回
と

な
り
ま
し
た
。

夜
空
を
彩
る
光
の
芸
術
を
、
心
ゆ
く
ま
で

お
楽
し
み
く
だ
さ
い

。

花
火
の
内
容

▽
打
L
花
火
・・・
川

発

▽
ス
タ
ー
マ
イ
ン
・
:
跟
発

▽
仕
掛
笵
火
・・・
9
台

ご
協
力
を

当
囗
は
、
大
変
な
混
雑
か
予
想

さ
れ
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を

お
顆
い
し
ま
す
。

□
会
場
で
ご
覧
の
皆
さ
ん
へ

▽
交
通
整
理
、
警
備
係
貝
の
指
示

に
従
っ
て
く
だ
さ
い

マ
卮
険
防

止
の
た
め
、
図
1
の
立
入
禁
止
区

域
(
表
示
何
匸
一
は
、
絶
対
に
入

ら
な
い
で
ヽ
だ
さ
い
▽
自
動
車
。

二
輪
車
、臼
転
亟
で
の
来
場
は
で

き
ま
せ
人

▽
千
住
新
橋
丙
新
片

橈
L
か
ら
の
観
覧
は
、
で
き
ま
せ

ん
。
通
吁
の
妨
げ
に
な
る
だ
け
で

な
く
卮
険
で
す
。
ま
た
、嘴
や
堤

防
ヒ
の
通
け
に
も
ご
注
意
く
だ
さ

い

▽
危
険
物
の
持
ら
込
み
、
危

険
行
為
は
絶
対
に
し
な
い
で
く
だ

さ
い

▽
犬
を
つ
れ
て
の
覿
覧
は

ご
遠
慮
く
だ
さ
い

▽
会
場
内
に

警
察
、
消
防
の
各
本
部
、
救
護
所

な
ど
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
会

場
案
内
図
で
確
認
し
て
お
い
て
く

だ
さ
い

▽
会
場
は
足
場
が
悪
い

の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い

▽
気

分
が
悪
く
な
っ
た
り
、
目
に
ゴ
ミ

が
人
つ
た
り
、ヶ
ガ
を
し
た
方
は
、

救
護
所
へ
お
い
で
ぐ
だ
さ
い

▽

に
わ
か
雨
に
備
え
、
雨
艮
を
用
意

し
て
く
だ
さ
い

▽
ゴ
ミ
は
各
自

で
持
ち
帰
つ
て
く
だ
さ
い

図 Ⅰ　 花 火 大 会 会 場□
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
ヘ

会
場
周
辺
の
道
路
が
交
通
止
め

に
な
り
ま
す

ド
ラ
イ
バ
F
・の
方
は
、
次
の
点

に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▽
図
H
の
黒
線
部
分
の
道
路
は
、

午
後
6
時
か
ら
9
時
3
0分
ま
で
車

の
通
行
が
禁
止
と
な
り
ま
す

▽

首
都
高
速
中
央
環
状
線
f
住
新
檎

ラ
ン
プ
の
出
入
り
は
で
き
ま
せ

ん
。
ま
た
、
千
住
新
橋
専
用
出
口

も
利
用
で
き
ま
せ
ん
。
扇
大
橋
ラ

ン
プ
の
入
口
(
ヂ
隗
新
僑
方
面
)

は
閉
鎖
し
ま
す
。
出
囗
(
扇
大
橋

方
面
)
は
通
行
で
き
ま
す

□
打
ち
上
げ
場
付
近
の
皆
さ
ん
へ

打
ち
上
げ
場
付
近
に
次
の
施
設

を
所
有
し
て
い
る
方
は
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

危
険
物
施
設

マ
危
険
物
會
庫

は
、
霏
を
完
全
に
閉
め
て
く
だ

さ
い

▽
屋
外
の
容
器
入
り
危

険
物
は
、
フ
タ
を
閉
じ
、
防
炎

シー
ト
で
お
お
っ
て
く
だ
さ
い

▽
消
火
の
凖
備
を
し
て
お
い
て

く
だ
さ
い

特
殊
可
燃
物
貯
蔵
所

▽
屋
外
に

お
い
て
あ
る
木
く
ず
な
ど
は
防

炎
シ
ー
ト
を
か
け
、
監
視
し
て

く
だ
さ
い

□
家
庭
で
ご
覧
に
な
る
皆
さ
ん
へ

屋
上
で
見
る
方
は
、
傴
す
り
の

安
全
を
確
認
し
、f
す
り
に
は
登

ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。
ま
た
屋
上

に
仮
設
の
見
物
席
を
設
け
た
り
、

大
勢
の
方
に
一
時
貸
す
場
合
は
、

お
近
く
の
消
防
署
に
届
け
て
く
だ

さ
い
。

く
わ
し
く
は
、足
立
区
観
光
泓

会
(
中
夬
本
町
庁
渺
・
商
工
振
興

課
内
　

膕
5
1
9
恚

へ
。

図Ⅱ　交通規制図
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募

集

あい ネット21
10月2日 情報発進! !

モニター募集

区
と
足
立
区
コ
ミ
こ

テ
ィ

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
公
社
で
は
。

ニ
ュ
ー
メ
デ
ィ
ア
(

新
し
い
情

幗
伝
達
素
鬯

を
利
用
し
た
地

城
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
「
あ
い

ネ
ッ
ト
2
1
』
を
開
発
し
、
地
域

の
活
性
化
と
区
の
イ
メ
ー
ジ
ア

ッ
プ
を
図
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。今

年
1
0月
2
日
の
運
用
開
始

を
前
に
、
区
で
は
モ
ニ
タ
ー
を

募
集
し
ま
す
。

モ
ニ
タ
ー
は

3
年
間
無
料
で

「
あ
い
ネ
ッ
ト
2
1
」
は
、
口
I

カ
ル
キ
ャ
プ
テ
ン
の
端
末
を

利
用
し
て
、
区
や
公
社
の
事
業

搴
内
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
予
約

な
ど
の
ほ
か
、
皆
さ
ん
の
生
活

に
役
立
つ
い
ろ
い
ろ
な
情
報
を

順
次
提
供
し
て
い
き
ま
す
。
情

報
は
。
電
話
回
線
を
通
じ
て
利

用
者
の
端
末
画
面

に
送
ら
れ
て

き
ま
す
。

こ
の
「
あ
い
ネ
ッ
ト
2
1
」
の

モ
ニ
タ
ー
用
と
し
て
。
提
携
先

の
「
日
本
テ
レ
メ
デ
ィ
ア

ーサ

ー
ピ
ス
㈱
缸

略
称
N
T
s

」か

ら

、
慂

お

端
禾
が
3
年
間
無

料
で
捷
供
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
(
た
だ
し
、
利
用
料
金

は
有
料
。
竃
話
料
金
と
同
じ
度

数
料
で
3
分
間
1
0円
)
。

モ
ニ
タ
ー
の
募
集
は
区
が
行

い
、
年
鴫

職
業
、
坊
妓
分
布

等
を
調
整
し
て
決
定
。
モ
ニ
タ

ー
端
禾
の
利
用
契
約
は
、
モ
ニ

タ
ー
と
N
T
S

の
間
で
直
接
締

結
し
ま
す
。

あ
な
た
も
こ
の
!
'
に
、
モ

ー一
タ
ー
と
し
て
参
加
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

応
募
方
法

応
募
賢
格

区
内
で
竃
話
を
利

用
し
て
い
る
家
唳

地
域
団

体
、
サ
ー
ク
ル
な
ど
(
た
だ

し

、
ピ
ン
ク
電
話
、
ジ
ル
バ

ー
ホ
ン
は
利
用
で

き
ま
せ

ん
)

申
込
万
法

往
復
(
ガ
キ
に
住

所

、氏
名
(
団
体
名
)
、年
鴫

職
業

、『
あ
い
ネ
ッ
ト
2
1希

望
』
と
明
記

。
返
信
用
に
も

住
所
、
氏
名
を
紀
入

申
込
期
限
7

月
3
1日
消
印
有

効
申
込
・
問
合
せ
先

本
庁
舎
・

広
報
課
{
〒
闥

千
住
1
1
　
4
1
1
8
e

覬
1
1
1
1
　

㈹
}

か
わ
い
が
っ
て
ね

ス
ズ
ム
シ
を
さ
し
あ
げ
ま
す

元
溯
江
公
園
牛
初
館
で
飼
育

し
た
ス
ズ
ム
シ
を
無
料
で
差
し

あ
げ
ま
す

。
か
わ
い
が
っ
て
育

て
て
く
だ
さ
い
ね
。

配
布
日
7

月
?
3
0

日

配
布
鳩
所

元
渕
江
公
園
生
物

館

葆
木
間
2
1
U

申
込
方
法

往
復
(
ガ
キ
に
住

所

、
氏
名
、
電
話
番
气

『
ス

ズ
ム
シ
希
望
』
と
明
妃
。
返

価
用
(
ガ
キ
に
も
住
所

、
氏

名
を
必
ず
記
入
(
応
募
み
数

の
燮
・
は
抽
選
)

戀

心
瑚
限
7

月
1
7日
消
印
有

効
申
込
・
問
合
せ
先

東
部
公
園

管
琿
事
務
所
(
〒
印

綾
瀬

2
1
3
0
1
6

昌
8
8
3
　

旦

東
部
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

親
子
手
づ
く
り
絵
本
教
室

夏
休
み
の
思
い
出
に

、
観
子

で
絵
本
を

う
く
う
て
み
ま
せ
ん

か

。
世
界
で
一
冊
し
か
な
い
絵

本
は
、き
っ
と
家
庭
の
『た
か

ら
も
の
』に
な
る
こ
と
で
し
よ

日
時
7
月
2
4
・
2
8
日
、8
月
　

2
8
・
2
9
日
、午
後
2
時
～
4
　

時
{
最
終
日
は
午
後
1
時
3
0
　

分
か
ら
、
全
4
回
}

対
象

区
内
在
住
の
小
学
2
年

生
以
上
の
子
と
観

父
母
だ

け
の
参
加
も
可
)

内
容

親
子
で
絵
本
を
共
同
製

作
し
ま
す

講
師
羽
田
竹
萬
氏
目
本
児
　

童
文
学
者
燮
`
会
貝
)

定
員

観
子
1
5組
(
先
一
順
)

費
用

無
料

申
込
方
法

直
接
窓
口
ま
た
は

電
話

場
所
・
申
込
・
問
合
せ
先

東

部
区
民
綢
祉
セ
ン
タ
ー

四
嵎
7
1
0
1

あいネット21
21 世紀へ閂け てのr
足 立イ ンフ ォメー

ション・ネットワーク』
の略。ほかに「S 立アイ
デンティティJ「愛に両
ちたま5 づくりJ の意
味があります。

ロ ー カル キ ャプ テ ンの イ メー ジ

ニ ュ ー メ デ ィ ア・・・コ ンピ ュ ータ と 堋駟 痢t 恥洳t 、聊し い● 韈 踝匹

キ ャプ テン シス テ乙 の ほ尤1、j やノコ ン・ ワ ープロ・

色 、文字 多盡 敏 活、・i・ 型CATV 、テt・ピ 電 話な ど
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催

し

物

梅
島

生
活
実

習
所

納

涼
大

会

太
鼓
の
音
に
誘
わ
れ
る
手
節

に
な
り
ま
し
た
。
心
灣
障
害
者

の
過
所
施
設
、
梅
鳥
生
活
爽
晉

所
で
は
、
今
年
も
納
涼
大
会
を

行
い
ま
す
。盆
踊
り
や
ゲ
ー
ム

、

撰
陬
店
な
ど
、
内
容
は
盛
り
だ

く
さ
ん

。
通
所
生
と
区
民
の
皆

さ
ん
と
の
交
流
を
深
め
た
い
と

願
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

。

日
吟
7
月
2
2
日
玉
、午
後
　

6
時
巧
分
～
8
時
3
0
分

楊
所

梅
鳥
生
活
奥
習
所
的
庭

(雨
天
の
燮

は

所
内
2
階

ホ
ー
ル
)

問
合
せ
先
梅
鳥
生
活
実
習
所
　

(
梅
鳥
?
3
1
-
1
9
西
新
　

井
駅
東
口
下
車
徒
歩
3
分
　

四
叩
1
3
7
9
)

第32回
足立区民ラジオ体操大会

早
朝
の
、
さ
わ
や
か
な
岑
甄

に
ふ
れ
て
み
ま
せ
ん
か

。

日
時
7

月
3
0日
(
日
)
、
午
前

6
時
～
7

時

堆
所

荒
川
千
佳
新
橋
緑
地

早

住
大
川
町
地
先
)
。
而

天
・
グ
ラ
ウ
ン
ド
不
良
の
鳩

合
は
元
宿
小
学
佼
体
膏
館

問
合
せ
先

本
庁
舎
・
体
育
振

輿
係

酋
匐
1
1
1
1

㈹

第
3
9
回

〝社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
〟

区
民
の
集
い

犯
罪
の
な
い
明
る
い
ま
ち
づ

く
り
を
考
え
る
集
い
で
す
。

一
腹
斎
貞
花
師
に
よ
る
講
談

を
上
演
し
ま
す
。

日
時
7
月
2
5
日
(
さ
、午
後
　

1
時
～
4
時

堺
所

産
巣
振
舞
館
(
入
場
無

料
)

内
容

▽
映
画

「
三
番
線
の
約

東
」
…
午
後
1
時
上
映

▽

睥
談
(
破
獄
こ
t

料

昭
作

。

脱
獄
囚
と
刑
務
所
長
と
の
心

の
ふ
れ
あ
い
を
描
き
ま
す
)
　

・
・
牛

後
2
時
匕
演

定
員

揃
人
(
当
日
先
着
順
)

主
催

社
会
を
明
る
く
す
る
運

勳
足
立
区
実
施
委
員
会

聞
合
せ
先

本
庁
舎
・
民
生
係

一
‘
叨
1
1
1
1

㈹

み ん な で 輪 に な っ て 盆 踊 り( 昨 年 の
納 涼 大 会 か ら)

福

祉

住
宅
に
困
っ
て
い
る

お
と
し
よ
り
の
方
へ

区
で
は

、
お
と
し
よ
り
の
方

に
、
民
間
ア
パ
ー
ト
を
あ
ウ
せ

ん
し
て
い
ま
す
。

住
宅
あ
っ
せ
ん
を
受
け
ら
れ

る
方
は
、
区
内
に
引
き
続
き
1

年
以
上
お
住
ま
い
の
生
乕
保
護

を
受
け
て
い
な
い
方
で
、
次
の

脣
件
を
す
べ
て
備
え
て
い
る
こ

と
が
必
要
で
す
。

▽
6
5戚
以
上
の
お
と
し
よ
り
だ

け
の
世
帯
で
あ
る

▽
健
康
で
経
済
的
に
独
立
し
て

日
常
生
活
を
営
め
る

▽
立
ち
退
き
要
求
を
受
け
て
い

る
、
ま
た
は
安
全
・
健
康
上

著
し
く
累
境
の
悪
い
住
宅
に

住
ん
で
い
る

▽
身
元
保
証
人
が
碍
ら
れ
る

※
住
宅
あ
う
せ
ん
の
し
く
み
は

左
上
図
の
と
お
り
で
す
。

申
込
・
問
合
せ
先

本
庁
舎
・

老
人
碼
祉
係罵

1
1
1
1

㈹

ご利 用くだ さい

訪問看護指導

区
で
は
、
寝
た
き
り
の
方
の

肴
眼
方
法
等
に
つ
い
て
防
閧
指
4

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

対
象

在
宅
で
4
0癨
以
上
の
霞

た
き
り
の
方
、
ま
た
は
こ
れ

に
準
ず
る
方
の
い
る
家
庭

指
導
内
容

家
庭
に
お
け
る
療

隻
方
法
、一

眼
方
法
。
機
能

馴
練
方
法
、
黷
制
度
の
活
用

方
法
に
関
す
る
栢
導

妨
問
回
奴

お
お
む
ね
月
―
回

申
込
・
聞
合
せ
先

各
保
健

所
・
保
健
相
談
所

高齢者住宅あっせんのしく み子

ど

も

夏
休
み
は

図
書
館
へ
!

中
央
図
書
館
で
は
、
次
の
催

し
を
行
っ
て
い
ま
す
。

・

お
は
な
し
会

曰
畴

毎
週
水
曜
日
、
午
後
3
　

時
3
0分
～
4
時

対
象

功
児
・
小
学
校
低
字
年

内
容

桧
本
の
読
み
き
か
せ
、

紙
芝
居
、
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー

な
ど

S
日
曜
子
ど
も
映
画
会

日
時

毎
週
日
曜
日

。
午
前
1
1
　

時
・
午
後
2
時
(
1
0
2

回
)

内
容

短
編
の
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ

ン
映
画
な
ど

刪
お
は
な
し
会
や
子
ど
も
映
画

会
は
地
域
館
で
も
行
っ
て

い
ま

す
。図

書
館
に
は
、
夏
休
み
の
課

懸
図
S
、
絵
本
'
m

居
'
s

べ
初
に
必
要
な
本
な
ど
が
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
、
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

中
央
図
番
館

S
脚
4
6
4
6

お は な し 会

夏休み
映 画 会

ゆ
か
い
な
お
ば
け
、
プ
ル
ッ

と
こ
わ
い
お
ぱ
け
が
せ
い
ぞ
ろ

い
。

日
時
7

月
2
2
日
(
土
)
、
午
後

2
時
3
0分
か
ら

内
容

「
お
ぱ
け
う
ん
ど
う
か

い
」「
絵
か
ら
と
び
だ
し
た
ね

対
象

幼
児
上

般
の
方

窰
員

同
人
{
当
日
先
着
順
。

入
場
無
料
}

鳩
所
・
問
合
せ
先

東
部
区
民

福
祉
セ
ン
タ
ー魯

鴎
7
1
0
1

幼
児
の
水
あ
そ
び
場
を

開
放
し
ま
す

期
M
7
月
2
0
日
～
8
月
下
　

气
午
前
1
0
時
～
午
後
3
時
　

3
0分

百

曜
日
休
鳩
)

崎
所

東
部
区
民
褌
祉
セ
ン
タ

I
交
通
公
園
(

無
料
)

対
象

功
児
と
保
護
者

問
合
せ
先

東
部
区
民
福
祉
セ

ン
タ
ー
t
S
7
1
0
1

相

談

経
験
豊
富
な
ベ
テ
ラ
ン
保
母
が
ア
ド
バ
イ
ス

乳
幼
児
す
こ
や
か
相
談

育
児
に
つ
い
て
分
か
ら
な
い

こ
と
や
悩
ん
で
い
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。

次
の
私
立
保
育
園
で
は
、
経

験
暈
冨
な
ベ
テ
ラ
ン
保
母
が
育

成
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

お
子
さ
ん
の
す
こ
や
か
な
成

畏
の
た
め
に
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
相
談
の
秘
を
は
厳
守

し
ま
す
。

実
施
保
育
園
・
相
談
日

▽
奥
野
保
育
園
(
西
斬
井
本
　

町
4
-
1
9
-
2
3
e
崩
3
2

0
0
7
・
・
毎
週
月
・
土
曜
日

▽
親
脾
館
保
育
園
(
梅
田
4
　
-
2
9
-
6

四

餬
3
8
6
　
0
)
=

・
毎
週
水
・
金
町
日
　

▽
新
田
保
育
園
(
新
田
2
1
　
1
1
1
0
e

Ⅲ
6
4
6
6
)
　
=

・
審
週
火
・
木
曜
日

相
談
時
間

い
ず
れ
も
午
前
9
　

時
～
乍
後
5
時

相
談
方
法

電
話
お
よ
び
面
接

問
合
せ
先

本
庁
舎
・
児
童
肋

成
係

四
回
-
1
1
1

㈹

年
金
に
関
す
る
こ
と
な
ら

な
ん
で

も
…

年
金
出
張
相
談

区
で
は
。
足
立
監

葆

腆
事

滌
所
と
合
同
で
、
年
金
出
張
郤

談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

保
険
科
の
納
付
・
免
除
・
口

座
振
替
、
加
入
の
手
続
方
法
な

ど
、
年
金
に
関
す
る
す
べ
て
の

こ
と
の
相
駁
に
応
じ
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

日
時
?
月
1
7
日
・
1
8
日
、
午
　

前
9
時
～
午
後
4
時

場
所

舎
人
セ
ン
タ
ー

問
合
せ
先

中
央
本
町
斤
舎
・

国
艮
年
金
諌
推
進
係

ひ
跏
5
1
5
1

区
政
参
加

足立区のことが知りたいとき

情 報 公 開 制 度
区 政 資 料 室

をご利用ください

区
で
は
、
昭
和
叭
年
に
情
報

公
開
制
度
を
発
足
さ
せ
、『
公
文

騫
公
開
制
度
』
と
「
行
政
資
料

を
提
供
す
る
区
政
資
料
室
」
の

二
本
柱
で
情
報
公
開
利
度
を
推

進
し
て
い
ま
す
。

・
公
文
番
公
開
制
度

区
で
は
、
区
政
博
報
に
つ
い

て
「
あ
だ
ち
広
報
」
な
ど
、
い

ろ
い
ろ
な
方
法
で
情
報
徒
供
を

行
っ
て
い
ま
す
。
区
政
は
区
と

区
艮
の
皆
さ
ん
の
共
同
作
品
で

す
。そ
の
た
め
、同
じ
情
報
を
持

つ
こ
と
が
望
ま
し
い
の
で
す
。

そ
こ
で
、
区
民
の
皆
さ
ん
が

知
り
た
い
区
政
情
報
を
『
公
文
S

を
公
開
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
』
提
供
し
、
知
る
権
利
を
保

障
す
る
の
が
情
報
公
闘
制
度
で

す
。し

か
し
、
公
文
書
の
中
に
は

公
開
で
き
る
も
の
と
公
開
で
き

な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
公
開

睛
求
の
あ
っ
た
日
か
ら
1
4日
以

内
に
公
開
・
非
公
開
を
決
定
し
、

文
書
で
通
知
し
ま
す
。

非
公
開
の
樊
R

ま
た
は
一

部
非
公
開
の
變

ほ

、
そ
の
琿

由
も
あ
わ
せ
て
通
知
し
ま
す
。

公
開
請
求
で
き
る
方

▽
区
内
在
住
・
弃
筋
・
#
豪
奢

▽
区
内
に
事
務
所
、
S
業
所

を
持
つ
個
人
、
法
人
、
団
体

▽
公
開
睛
求
理
由
を
具
体
的

に
示
す
こ
と
が
で
き
る
個

人
、
法
人
、
団
体

公
闘
饋
求
で
き
る
文
一

職
員
が
職
務
上
作
成
、
取

磚
し
た
文
S

、
図
面
'
M

マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
、
コ
ン

ビ
ュ
ー
タ
か
ら
打
ち
出
さ
れ

た
椣
票
等
。
決
寉
邁

程
の
も

の
も
含
ま
れ
ま
す

公
開
力
対
象
と
な
る
機
関

▽
区
長
郎
局

▽
教
胃
委
艮

会

▽
選
挙
管
理
黹
員
会
　

▽
監
重
委
員

▽
農
業
委
員

会
圏
区
政
資
料
室

区
が
作
成
し
た
行
政
刊
行
初

を
一
元
化
し
て
収
集
し
。
閲
覧

や
販
充
な
ど
で
、
区
民
の
皆
さ

ん
へ
情
報
搆
供
を
行
っ
て
い
ま

す
。区

政
資
科
童
で
は
、
行
政
図

睾
約
1
千
刈
吸

国
・
都
・
区

等
の
行
政
資
料
約
8
千
冊
の
閲

覧
と
賢
し
出
し
、
広
報
ビ
デ
オ

の
責
し
出
し
、
コ
ピ
ー
サ
ー
ビ

ス
。
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス

を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
有

俵
刊
行
物
(
左
き

も
販
売
し

て
い
ま
す
。

区
政

賢
料
童
は
、
区

内
在

住
・
在
助
を
問
わ
ず
。
ど
な
た

で
も
利
用
で
き
ま
す
。
昨
年
度

は
延
2
万
1
千
人
の
方
が
利
用

し
ま
し
た
。
行
政
調
重
。
区
史

の
研
究
。
生
涯
学
習
な
ど
、
幅

広
く
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

賢
出
期
間
・
冊
数
!

人
3
冊

ま
で
、
2
週
間
以
内

I
い
ず
れ
t

崎
所
・
問
合
せ
先

本
庁
舎
・

情
報
公
開
譁
(
・
l
脱
-
1
1
　
1

㈹
)

ま
た
は
中
央
本
町
庁

舎
・
情
祁
公
開
課
分
室
(
四

鰯
5
0
0
1
)

主 な 有 償 刊行 物

保
健
・
衛
生

夏

本

番
!
!

プ
ー
ル
利
用
は
マ
ナ
ー
を
守
っ
て

暑
い
日
差
し
の
夏
、
プ
ー
ル

の
季
節
で
す

。
保
儼
所
で
は

、

皆
さ
ん
が
安
心
し
て
プ
ー
ル
の

利
用
が
で
き
る
よ
夊

施
設
や

水
質
の
衛
生
に
つ
い
て
指
導
し

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
多
く
の

人
が
利
用
す
る
ク
ー
ル
は

、
利

用
者
一
人
ひ
と
り
が
マ
ナ
ー
を

守
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

・

プ
ー
ル
に
入
る
前

▽
か
ぜ
、

蹣

炎
な
ど
伝
染
性

の
痢
気
に
か
か
っ
て

い
る

人
、
酒
気
帯
び
の
人
、
付
き

添
い
の
な
い
小
さ
な
子
供
は

入
ら
な
い
で
く
だ
さ
い

▽
水
着
は
よ
く
洗
っ
た
清
潔
な

も
の
を
着
用
し
ま
し
ょ
う

▽
化
粧
や
整
髪
料
は
よ
く
幕
と

し

て

か
ら

》
用

便
を

す
ま

せ
、

シ
ャ

ワ

ー

で

身
体

を
洗

い
、

膠

洗
槽

に

っ

か
っ

て

く
だ

さ
い

▽
牟

備

体
操
は

十

分
に

』
泳
い

で
い

る
と

き

▽

プ
ー

ル
内

、
プ

ー

ル

サ
イ

ド

で
は

、
つ

ば
や

た
ん

を
吐

い

た
り

、
放

尿
し

た
り

し
な

い

で
く

だ
さ

い

▽

プ

ー

ル
内

の
排

水
口

や
循

擢

浄

化
装
一

の
璢

水
口

の

ふ
か

に

さ
わ

る
と
危

険
で

す

・

泳

い
だ

あ
と

▽
洗

眼
・
う
が

い

を
十
分

に
し

、

シ
ャ
ワ
ー
で
頭
や
身
体
を
J
　

く
洗
っ
て
、病
気
の
感
染
`

防
ぎ
ま
し
ょ
う

▽
同
様
の
理
由
か
ら

、タ
オ
ル
、

ブ
ラ
シ
嬢
の
責
し
借
り
は
し

な
い
よ
う
に

食

立
・
千
佳
保
健
所
y

お
知
ら
せ

千
住
公
園

押
部
公
園
が
休
園
し
ま
す

次
の
公
園
が
改
艮
工
事
の
た

め
休
園
と
な
り
ま
す
。

公
圃
名
▽
千
佳
公
園
不
住
　

大
川
町
3
5
-
1
)
▽
押
鄙
公
　

園
(
麑
浜
6
-
6
)

工
事
期
間

平
成
元
年
7

月

～
平
成
2
年
3
月
末
日

峯
千
住
公
園
の
プ
ー
ル
は
、
改

良
工
事
に
伴
い
廃
止
と
な
り
ま

し
た
の
で
、ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
曾
。

公
園
課

酋
跏
5
2
6
1

便
利
な

口
座
振
替
を

お
す
す
め
し
ま
す

特
別
区
民
税
・
都
民
税

国
民
健
康
保
険
料

国
民
年
金
保

険
科

匆
別
S
B

駭
・
相
尽
祁

国

民
健
康
保
険
料
、
国
民
年
金
保

臉
料
の
納
付
に
は
、
口
座
振
替

が
便
利
で
す
。

預
金
口
座
か
ら
自
助
的
に
納

付
さ
れ
ま
す
の
で
。
手
間
が
か

か
ら
ず
、
納
め
忘
れ
も
な
く
安

心
で
す
。

手
娩
き
方
法

預
金
口
座
の
あ

る
銀
行
、
信
用
金
庫
。
信
用

鰻
『

農
協
の
窓
口
へ
、
預

兪
通
帳
、
通
帳
印
、
そ
れ
ぞ

れ
の

納
付

魯

を
持
参

問
合
せ

先

中

央
本
町

庁

舎
・

▽
特

別
区

民
税

・

都
民

税
『・
・

納
税

課
整

理

係昌
5
1
0
1
　

▽
国

民
健

康

保
険

料
・・
・国

民

健
康

保

険
踝

収
納

管
理

係
　

昌
5
1
3
3
　

▽
国

民
年

金

保
険

料
=

‘国
民

l
l

昌
5
1
6
1

ご利用く ださい

区 民 葬 儀

区
民
の
曾
さ
ん
が
利
用
で
き

る
標
準
的
な
葬
儀
で
す
。
区
内
1
3

の
指
定
葬
祭
業
者
の
協
力
に

よ
り
。
次
の
料
金
で
執
り
行
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。

葬
祭
料

左
表
の
と
お
り

崇
た
だ
し
、
区
民
界
儀
全
体
の

賢
用
は
葬
祭
料
の
ほ
か
、
火
葬

料
な
ど
箆

謦

が
必
要
で
す
。

区
民
葬
儀
利
用
券
は
。
戸
籍

課
ま
た
は
千
佳
区
民
事
務
所
で

発
行
し
て
い
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ
先

中
央
本
町

庁
舎
・
戸
籍
錬四

糾
5
0
5
1

葬祭料( 祭壇・寝棺含む)

( 注) 葬祭料には消費税は含まれていま
せん。

掲
示
板

一

無
判
法
律
・
油
壥
鍵
合
相
默

所
開
眼

日
時
7
月
2
7
・
2
8
日
、
午
前
　

1
0
時
～
午
後
3
時

塀
所

西
武
百
貨
店
池
袋
店
7
　

階
「
く
ら
し
の
相
談
コ
ー
ナ

ー
(

池
袋
駅
東
口
)

内
容

法
律
、
公
正
挈
S
(
遼

言
等
)
の
作
成
、
人
権
問
題

(
い
じ
め
、
体
罰
等

も
含

む
)
、
登
記
二
尸
籍

、国
籍

、

供
托
な
ど

崇
相
談
の
硲
密
は
厳
守

。

問
合
せ
先

東
京
法
務
局
人
権

輝
環
鄙

聚
6
2
3
1

内

繍
2
4
2
2

・
C
A
D

に
よ
る
機
械
裂
図
　

短
期
技
髄
餓
習
会

日
時

▽
8
月
2
9
・
3
0日

▽

8
月
3
1日

、9
月
1
日

臺
2
日
制
、時
間
は
い
ず
れ
も
　

午
前
9
時
～
午
後
4
時
1
5
分

対
象

機
幗
製
図
等
の
業
務
に

従
事
す
る
方

内
容

パ
ー
ソ
ナ
ル
c
A
D

に

よ
る
設
計
技
法
の

、
基
本
操

作
か
ら
応
用
操
作
ま
で

定
員

各
回
1
0人
(
先
一

順
)

賢
用
2

千
円

申
込
方
法
所
定
の
申
込
s
に
　

授
業
料
を
添
え
て
直
接
窓
口

申
込
期
間
7
月
1
8
日
～
2
5
　

日

、
午
前
9
時
～
午
後
7
時

{
土
・
日
曜
日
を
除
く
}

場
所
・
申
込
・
問
龠
せ
先

都

立
王
子
高
等
職
業
技
術
耳
門

校
a
9
1
2
3
5
7
1

・

経
費
老
人
ホ
ー
ム
入
所
肴
募

集
(
茂
ホ
ー
ム
)

低
所
得
の
お
と
し
よ
り
の
方

に
電
額
で

、
讎
炊
し
な
が
ら
自

主
的
な
生
活
を
し
て
い
た
だ
く

民
問
の
老
人
搆
祉
蒭
設
で
す

。

対
象

▽
満
6
0戚
以
上
で
単
身

で
利
用
す
る
方

▽
都
内
在

住

▽
健
康
で
自
炊
で
き
る

伝

染
痢
や
他
人
に
揀
丞

の

か
か
る
病
気
の
方
は
不
可
)
　

▽
月
収

藉
料

。
年
龠

仕

送
り
な
ど
)
2
4万
円
以
下

▽
都
内
ま
た
は
近
郊
に
住
む

保
証
人
が
2
人
立
て
ら
れ
る

利
用
料
4

千

劭
円
～
7
千
迦

円

扇

得
に
よ
り
異
な
る
)

漸
こ
の
ほ
か
食
費

、
光
熱
水
費

な
ど
は
利
用
者
が
負
廻

。

申
込
・
問
合
せ
先

斐

″福
祉

法
人
よ
も
貫
疂

茂
ホ
ー
ム

(
谷
中
1
1
1
7
-
7

魯
翻

5
1
8
8
)

s
>
>
*
用
く
だ
さ
い

か
ん
え
い
公
庫

環
禰
衛
生
金
融
公
庫
(

か
ん

え
い
公
庫
)
は
、
国
民
の
生
活

と
関
係
の
深
い
飲
食
・
理
容
・

美
容
・
旅
罵
・
グ
リ
ー
-一
ン
グ

等
鳳
境
衛
生
関
係
営
業
の
方

に
、
お
店
の
新
・
増
・
改
桑
や

器
具
等
の
購
入
な
ど
に
必
要
な

設
爾
賢
侖
『

運
転
資
金
を
融
資

す
る
政
府
関
係
金
融
機
関
で

す
。融

資
条
件
な
ど

く
わ
し

く

は

、
環
塊
衛
生
金
融
公
庫
業
務

部
(
e
s
5
4
1
6
)

ま
た
は

民
聞
龠
融
機
関
等
へ

。

みんなの健康I I遍蠱|難
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まち かど 通信
この ペ ージ では、 地域 版 とし て 皆 さん

の 生活 に 役立 つ情報 や身 近 な話題 を提 供
し ま す。

皆 さんの 情報 を お待 ちし てい ます。

電 話 やハ ガ キでど し どしお 寄せ くだ さい。
連絡 先 本庁 舎・ 広 報課

〒120千 住1- 4- 18
882―1111 ㈹

あ す( 7 月16日) 花畑 大鷲 神 社

獅 子 舞 奉 納
江
戸
時
代
中
期
か
ら
伝
わ
る
と

言
わ
れ
て
い
る
花
畑
大
鷲
抻
社
獅

子
舞
。鹿
浜
の
獅
子
舞
と
と
も
に

足
立
区
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

か
っ
て
は
7
月
1
5日
に
村
の
中

を
祈
と
う
し
て
回
り
ま
し
た
が
、

今
は
7
月
第
3
日
曜
日
心
大
鷲
神

社
境
内
で
行
わ
れ
、雨
乞
い
、悪

疫
退
散
、五
殺
豊
穣
、天
下
泰
平

の
願
い
を
込
め
て
7
つ
の
舞
い
を

奉
納
し
ま
す
。

大
獅
子
、中
獅
子

、
か
か
獅
子

の
3
頭
が

】
組
に
な
り
、
太
鼓
を

打
ち
鳴
ら
し
て
舞
う
さ
ま
は
心
て

も
ダ
イ
ナ
ミ
ツ
ク
。で
も
、「
頭

が
重
い
と
い
う
よ
り
は
、
暑
さ
で

ま
い
っ
ち
や
う
ん
で
す
よ
」と
は
、

獅
子
舞
歴
3
0
年
の
藤
田
倉
夫
さ

ん
。
な
に
し
ろ
舞
い
終
わ
る
ま
で
4

時
間
以
上
か
か
る
の
で
す
。

昔
は
子
供
た
ち
が
見
よ
う
見
ま

ね
の
獅
子
舞
ご
っ
こ
で
遊
ん
で
い

た
と
い
う
土
地
柄
。
そ
れ
で
も
き

ち
ん
と
伝
え
て

い
こ
う
と
週

―

回
、
練
習
曰
を
設
け
て
後
継
者
育

成
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ハ
カ
マ
に
白
た
び
と
い
う
、
近

隣
地
域
で
も
め
ず
ら
し
い
装
束
の

こ
の
獅
子
舞
、
一
度
ご
覧
に
な
つ

て
は
い
か
が
で
す
か
。時
間
は
午

前
1
0時
～
午
後
5
時
の
予
定
。

花
畑
大
鷲
神
社
(
花
畑
7
-
1
6
)
 

北
千
住
駅
、五
反
野
駅
か
ら
バ

ス
花
畑
桑
袋
団
地
行
き
花
畑
大

鷲
神
社
前
下
車
ま
た
は
竹
ノ
塚

駅
東
囗
か
ら
パ
ス
花
畑
団
地
行

き
終
点
下
車
徒
歩
1
2分

普 段 は 週1 回 の 練 習 が 、奉 納 前1 週 間 は 毎 晩 。
舞 い に も 熱 気 が み な ぎ り ます( 鷲 宿 町 会 会 館 で)

夏
休
み

チ
ョ
ウ
チ
ョ
の
覲
察
は
い
か
が

元

渕

江

公

園

も
う
す
ぐ
夏
休
み
!
と
ワ
ク
ワ

ク
し
て
い
る
ち
び
っ
子
た
ち
に
、

う
れ
し
い
お
知
ら
せ
。

ホ
タ
ル
で
お
な
じ
み
の
元
渕
江

公
園
で
、今
年
の
夏
か
ら
チ
ョ
ウ

チ
ョ
が
見
ら
れ
ま
す
。
生
物
館
隣

の
ホ
タ
ル
ド
ー
ム
が
チ
ョ
ウ
チ
ョ

ド
ー
ム
に
早
変
わ
り
。
目
の
前
を

ひ
ら
ひ
ら
飛
び
か
い
ま
す
。

7
月
か
ら
9
月
い
っ
ぱ
い
ま
で

見
ら
れ
る
予
定
で
す
が
、
見
ご
ろ

は
8
月
中
旬
～
9
月
上
句
に
な
り

そ
う
で
す
。く
わ
し
く
は
「あ
だ

ち
広
報
」7
月
2
5囗
号
を
見
て
ね
。

生
物
館
で
は
逆
さ
に
泳
ぐ
さ
か

さ
ナ
マ
ズ
、
体
が
透
け
て
見
え
る

通
称
ガ
ラ
ス
ナ
マ
ズ
が
お
目
見

え
。公
園
内
に
は
だ
れ
で
も
利
用

で
き
る
つ
り
池
も
あ
り
ま
す
。

つ
り
と
い
え
ば
、
葛
西
用
水
の

つ
り
場
も
大
人
気
。チ
ビ
ッ
子
用
、

大
人
用
と
あ
り
ま
す
。

元
渕
江
公
園
生
物
館
(
保
木
間
2
 
-
1
7
)

…
午
前
1
0時
～
午
後
4

時
(
チ
ョ
ウ
チ
ョ
の
展
示
は
午

後
3
時
ま
で
の
予
定
)
開
館
(
月

曜
口
休
館
)
、竹
ノ
塚
駅
東
囗
か

ら
パ
ス
花
畑
団
地
行
き
保
木
間

仲
通
り
下
車
徙
歩
3
分

葛
西
用
水
つ
り
堀
(
六
木
4
-
3
)
 

・
;
午
前
9
時
～
午
後
4
時
3
0分

開
場
(
月
曜
日
休
場
)
、亀
有
駅

北
囗
か
ら
バ
ス
六
ッ
木
都
住
行

き
、
八
潮
車
庫
行
き
、木
曽
根

行
き
で
桜
木
橋
北
詰
下
車

工
事
情
報

◎
下
水
道

大
谷
田
三
丁
目
付
近

て
1
1月
)

◎
公
圜

土
井
苗
間
堀
公
園
造

成
、佐
野
第
3
公
園
造
成

手
作
り
神
輿
で

ワ
ッ
シ
ョ
イ

都

住

谷

在

家

団

地

自

治

会

古
く
は
農
耕
と
結
び
つ
き
。
豊

作
、家
内
安
全
、無
病
息
災
を
祈
り
、

祝
っ
た
祭
り
。都
住
谷
在
家
団
地

自
治
会
で
は
、
夏
祭
り
に
向
け
有

志
の
み
な
さ
ん
が
手
作
り
神
輿
を

完
成
さ
せ
ま
し
た
。こ
れ
は
、自

治
会
結
成
2
0周
年
を
記
念
し
て
作

ら
れ
た
も
の
で
、重
さ
約
3
8
0笳
、

神
脾
初
周
り
を
提
灯
r
飾
っ
た

「万
灯
神
輿
」で
す
。神
輿
作
り

の
中
心
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
目
崎
鶇

男
さ
ん
は
嵋
1
0人
の
仲
間
が
、

仕
事
が
終
わ
っ
た
夜
や
休
曰
に
コ

ツ
コ
ツ
と
昨
り
、
完
成
ま
で
1
ヵ

月
ぐ
ら
い
か
か
り
ま
し
た
。
あ
と

は
、
担
ぎ
手
を
育
て
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
神
輿
を
通
し
て
地
域

の
輪
が
広
が
る
と
い
い
で
す
ね
」

と
製
作
の
苦
労
と
完
成
の
喜
び
を

語
つ
て
く
れ
ま
し
た
。最
近
、
祭

り
が
ま
ち
の
活
性
化
と
地
域
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
手
段
と
し

て
見
直
さ
れ
て
い
ま
す

。「
万
灯
神

輿
」
で
一
層
華
や
か
に
な
っ
た
谷

在
家
団
地
自
治
会
の
夏
祭
り
(
8

月
5
・
6
日
)
が
楽
し
み
で
す
。

手 作 り 神 輿 の お 披 露 目 。 担 ぎ 手 を 募 集 中 で す 。

保
育
園
児
のイ
モ

掘

り

体

験都
市
農
業
公
園

「
ワ
ア
ー
と
れ
た
、
と
れ
た
。
」
6

月
2
2日
、
都
市
晨
業
公
園
で
区

内
4
つ
の
私
立
保
育
園
の
園
児
ら
8
3

人
が
ジ
ャ
ガ
イ
モ
掘
り
を
楽
し

み
ま
し
た
。

「
土
に
親
し
み
、
農
作
物
の
栽

培
の
体
験
を
」
と
都
市
晨
業
公
園

が
区
内
の
1
8私
立
保
育
園
、
約
6
0
0

人
を
対
象
に
計
画
し
た
行
事
で
、
1
0

月
に
は
、
区
立
保
育
園
に
サ
ツ

マ
イ
モ
掘
り
を
楽
し
ん
で
も
ら
う

予
定
で
す
。

こ
の
曰
掘
っ
た
ジ
ャ
ガ
イ
モ

は
、
保
育
園
で
ふ
か
し
て
オ
ヤ
ツ

に
し
た
り
、
家
庭
に
持
ち
帰
り
お

母
さ
ん
に
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
を
つ
く

つ
て
も
ら
う
な
ど
、園
児
た
ち
は
、

収
穫
の
味
を
楽
し
ん
で
い
ま
し

た
。

い っ ぱ い と れ た ー 。
●
訂

正
6

月
1
5日
号
4
面
の

「
ホ
ウ
キ
星
も
見
え
る
7
9年
前
の

七
曲
」の
記
事
中
、
バ
レ
ー
彗
星

接
近
の
年
代
に
誤
り
が
あ
り
ま
し

た
。正
し
く
は
1
9
1
0

年
で
す
。

お
わ
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

<
広
報
課
>

工
事
情
報

◎
下
水
道

西
新
井
三
丁
目
付
近

T
2

年
2
月
)
、
鹿
浜
二
・
三

丁
目
付
近
(
~
2

年
3
月
)

◎
公
園

竹
の
塚
第
二
公
圜
改
良

T
1
0
月
)

環 状7 号 線

楽
し
く
リ
ハ
ビ
リ

す
ず
か
け
の
会

家
庭
に
と
じ
こ
も
り
が
ち
な
身

体
に
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
の
あ
る

方
に
。
少
し
で
も
外
出
の
機
会
を

と
昨
年
1
1
月
か
ら
中
央
本
町
保
健

相
談
所
で
始
つ
た
「
す
ず
か
け
の

会
」。脳
出
血
の
後
遺
症
や
難
病
な

ど
で
身
体
が
不
自
由
に
な
っ
た

方
々
が
月
―
回
集
ま
り
ま
す
。

こ
の
日
の
参
加
者
は
1
2人
。
音

楽
に
あ
わ
せ
て
軽
い
体
操
、
そ
し

て
近
況
報
告
。
自
分
の
障
害
の
こ

と
、
楽
し
み
な
ど
お
し
や
べ
り
も

は
ず
み
ま
す
。
風
船
を
使
つ
た
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
で
は
、

皆
さ
ん
い
い
汗
を
か
き
ま
し
た
。

初
め
て
参
加
し
た
高
木
さ
ん
は

「
楽
し
く
て
最
高
で
し
た
」
と
。

ま
た
こ
の
会
を
き
っ
か
け
に
在

宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
「
は
な
は

た
」
で
箆
E
回
復
訓
練
を
始
め
た

市
川
さ
ん
も
「
月
1
回
の
こ
の
曰

に
皆
さ
ん
に
会
う
の
が
ほ
ん
と
う

に
楽
し
み
で
す
。」

障
害
を
持
つ
た
人
に
は
、外
出

す
る
場
、
待
つ
て
い
て
く
れ
る
仲

間
こ
そ
良
薬
。
社
会
性
も
保
て
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
生
活
リ
(
ビ
リ

と
い
う
新
し
い
取
り
組
み
が
足
立

で
も
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

間
合
せ
先

中
央
本
町
保
健
相
談

所
　

牋
5
3
5
1

熱 戦 で す 風 船 バ レ ー ボ ー ル

であ い・ふれあい・むつ みあい

栗島住区センターまつり
地
域
の
皆
さ
ん
の
手
で
管
理
・

運
営
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
1

年
。
栗
島
住
区
セ
ン
タ
ー
は
じ
め

て
の
住
区
ま
つ
り
が
、
6
月
1
8日

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

歌
や
踊
り
が
披
露
さ
れ
た
芸
能

大
会
、書
道
や
木
彫
の
作
品
展
示
、

子
ど
も
た
ち
の
一
輪
車
、
犬
の
ぬ

い
ぐ
る
み
づ
く
り
な
ど
、
プ
ロ
グ

ラ
ム
も
盛
り
だ
く
さ
ん
。

古
性
区
長
や
近
隣
の
住
区
セ
ン

タ
ー
の
方
々
も
駆
け
付
け
セ
ン
タ

ー
に
笑
い
声
、
歓
声
の
絶
え
な
い
1

日
で
し
た
。

〝で
あ
ヤ

イ

れ
あ
い〟

石

っ
み
あ
い

が
栗
島
住
区
セ
ン
タ

ー
の
テ
ー
マ
。
こ
の
テ
ー
マ
を
よ

り
具
体
化
す
る
2
年
目
へ
の
ス
タ

ー
ト
で
す
。

演 ず る 人 、 観 る 人 、 と も に 楽 し い1 日 で し た

日
光
街
道軟

式
テ
ニ
ス

全
国
大
会
に
出
場
し
ま
す

―
―
千
寿
ク
ラ
ブ
の
マ
マ
さ
ん
ペ
ア

千
住
緑
町
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
で
は

和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
に
も
、
本

格
的
に
軟
式
テ
ニ
ス
の
練
習
に
打

ち
込
む
ク
ラ
ノ
が
あ
り
ま
す
。

チ
ー
ム
の
名
は
千
寿
ク
ラ
プ
。
6
7

年
の
伝
統
が
あ
り
、
男
女
・
年

代
別
に
分
か
れ
、
1
8歳
か
ら
7
5歳

ま
で
の
方
が
活
勳
し
て
い
ま
す
。

先
月
、
第
H
回
全
曰
本
レ
デ
ィ

ー
ス
軟
式
テ
ニ
ス
大
会
東
京
都
予

選
大
会
が
朝
曰
生
命
久
我
山
コ
ー

ト
(
杉
並
区
)
で
行
わ
れ
、
千
帚

ク
ラ
ブ
の
メ
ン
バ
ー
長
塚
敏
子
さ

ん
と
吉
田
勝
代
さ
ん
の
ペ
ア
が
ば

ら
組
(
3
8
歳
以
上
4
5歳
未
満
)
に

出
場
、
み
ご
と
全
国
大
会
惠
示
都

代
表
に
進
出
し
ま
し
た
。
全
国
大

会
は
8
月
2
3日
・
2
4日
に
行
わ
れ

ま
す
。

「
大
好
き
な
テ
ニ
ス
を
通
し
て
、

い
つ
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
を
忘
れ

ま
せ
ん
。
今
年
は
娘
た
ち
も
受
験

勉
強
が
始
ま
り
、
親
子
で
励
ま
し

合
つ
て
い
る
の
っ
て
悪
く
な
い
で

す
ね
」
と
長
塚
さ
ん
。
マ
マ
さ
ん

ペ
ア
の
全
国
大
会
健
闘
が
期
待
さ

れ
ま
す
。
千
寿
ク
ラ
ブ
7
0人
も
み

ん
な
で
応
援
。
が
ん
ば
れ
。

ラ ケ ッ ト の 振 り は い つ も 鋭 い

町名の由来から発想

千住龍田町に風車のト イレ
千
住
龍
田
町
4
-
1
3、
墨
堤
通

り
の
道
路
わ
き
に
、
通
称
ぶ
ざ

ぐ
る
ま
の
哢

と
い
う
公
衆
ト
イ

レ
が
で
き
ま
し
た
。屋
根
の
上
の

風
車
は
、
風
の
強
さ
に
よ
り
、
羽

根
が
開
い
た
り
閉
じ
た
り
、
形
を

変
え
な
が
ら
回
り
ま
す
。

こ
の
ト
イ
レ
の
発
想
は
次
の
よ

う
な
こ
と
か
ら
で
し
た
。
隴
田
町

の
名
の
由
来
は
、
昔
、
梅
田
の
赤

不
動
へ
通
じ
る
道
「
龍
田
道
」
が

あ
っ
た
こ
と
か
ら
。
こ
の
道
の
辺

り
に
風
を
つ
か
さ
ど
る
神
の
竜
田

彦
を
祭
っ
た
何
か
が
あ
っ
た
た

め
。
こ
う
呼
ば
れ
た
と
い
う
説
が

あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
風
の
連
想

か
ら
風
車
の
イ
メ
ー
ジ
が
浮
か
ん

で
き
た
も
の
で
す
。

夜
間
、
風
車
は
下
か
ら
当
て
ら

れ
た
ラ
イ
ト
で
、
美
し
く
浮
か
び

上
が
り
ま
す
。
ま
ち
の
シ
ン
ボ
ル

に
な
っ
て
ほ
し
い
ト
イ
レ
で
す
。 ト イ レ と 思 え な い ざ ん 新 な ス タ イ ル

N. To　240, 000


